
  

学び・活動の具体例

●自然体験 
山や川、海などの自然に
触れ 、自然の雄大さを感
じる

●地域巡り 
気になる場所の歴史や文
化、食に触れ、その土地の
良さを知る

●社会体験 
興味のあることに取り組
み、将来の進路選択の参
考にする

「週末は親が仕事で一緒にどこにも出かけられない」「平日しか体験できない場所へ行ってみたい」
そんな声に応えられるのが徳島県「ラーケーションの日」。
保護者等の休みに合わせて校外だからこそできる活動を、ご家庭で計画し実行してみませんか。

2月11日（火）に開催された「とくしまスポーツアワー
ド2024」で、「R I Z I N G S 徳島」の皆さまが「スポーツ
大賞」を受賞されました。「RIZINGS徳島」は、令和7
年1月4日（土）～8日（水）に東京・武蔵野の森総合ス
ポーツプラザで開催された「京王Jr.ウィンターカッ
プ第5回全国U15バスケットボール選手権大会」で
並み居る強豪を破って全国制覇を達成。中学世代
の全国制覇は、バスケットボール競技で県勢初の
快挙となりました。

「RIZINGS徳島」は、吉野川市などに練習拠点を置
くクラブチームで、選手達は県内各地から集まり練
習に励んでいます。大会から帰県した際には、徳島
阿波おどり空港で大勢のファンや関係者らに出迎
えられ、祝福ムード一色となりました。多くの県民
に歓喜と感動を与え、本県スポーツの発展に大きく
貢献された「R I Z I N G S 徳島」の皆さま、おめでとう
ございます！

とくしまスポーツアワード2024
スポーツ大賞受賞！ 「R
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IZINGS徳島」
令和7年4月から徳島県「ラーケーションの日」が始まります
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児童生徒が保護者等とともに、平日に校外（家庭や地域）で、
体験や探究の学び・活動を自ら企画し実行する日

●事前に学校に届け出る  ●年間3日まで取得可能（1日単位、連続取得可）

●登校しなくても「欠席」の扱いにはならない

県立の中学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校対象校

「ラーケーションの日」とは

制度について 希望する場合

子ども
何でもダイヤル
088-635-0303
友達のこと、勉強のこと、
家族のことなどについて、
こども自身が気軽に相談
できるダイヤルです。

親子のための
相談LINE
子育てや親子関係につ
いて悩んだときに、こど
も（18歳未満）とその保
護者の方などが相談でき
ます。

とくしま性と妊娠
LINE相談
性や妊娠、カラダの悩み
について、専門家に気軽
に相談できます。

●紙面に関するお問い合わせ  県こども未来政策課  ☎088-621-2785  F088-621-2843

●こども・子育てに関する相談窓口など

青少年・こども家庭課  加藤さん子育て応援課  杢保さん

徳島県
里親LINE
里親制度の情報や
イベントのお知らせなど皆様が知
りたい内容をプッシュ型で随時配
信します。

ライフステージに応じた各種支援情
報や、県内の子育て施設の情報等を
発信しています。

令和７年４月に
リニューアル予定!

約3,000人のこどもの声を集約
　少子化や出生数の低下をはじめと
する社会環境の変化によって、こどもた
ちを取り巻く課題もより複雑になってい
ます。このような中、県が設けた新たな
計画が、今年4月からスタートする「徳
島県こども計画」です。
　本計画では、徳島に住むすべてのこ
どもや若者が幸せな生活を送ることを
はじめ、子育て世代の方々が安心して
育児を行える環境づくりなど、幅広い世
代に向けた「6つの目標」（中央の図参
照）が掲げられています。
　計画の策定にあたっては、県内の有
識者やこどもの居場所づくりに取り組
む方々等による「とくしまこども未来会
議」が設置され、さまざまな視点から課
題の抽出や施策の方向性について議
論を重ねてきました。
　特筆すべきは、小学生から大学生ま
で約3,000人のこどもたちの意見を集
め、その声を計画に反映させたことで
す。「子どもの権利条約」では、「こども

たちが意見を表明する権利」が認めら
れていますが、県として初めて、これだ
けの規模でこどもたちの声を集約し、
県政に活かしたことはとても大きな一歩
だと思います。

こどもがまんなかにいる社会へ
　こどもたちからの意見聴取は、SNS
や意見交換会、ワークショップなど、さま
ざまな形式によって行われました。私自
身も高校生との意見交換会に参加させ
ていただきましたが、皆さんがしっかりと
自分の意見を持ち、徳島の未来を考え
ていることに驚かされました。そのフレッ
シュな視点は、私たち大人にとっても大

きな学びになったと感じています。
　こどもたちの大切な意見をテーブル
に並べた後は、私たち大人が責任を
持って方向性を決定する。そんな関係
性を継続していくことで、こどもたちも県
政に興味を持ってくれるはずです。今
回の取組によって地元を意識するこど
もが一人でも増え、新たな視点を養う
きっかけになれば、これほど嬉しいこと
はありません。
　今回、こどもたちと一緒につくった
「徳島県こども計画」は、今年の4月1
日から5年間にわたって推進されます。
本計画が県民の皆さんの豊かな未来
につながることを願っています。

「とくしま こどもまんなか大作戦」、始動！

県政とのつながりを実感
　昨年7月に参加した「とくしまこども
未来会議」の方 と々の意見交換会は、
私たちにとって本当に貴重な経験にな
りました。
　各ホームルームから集まった約40人
の生徒が7つのグループに分かれ、そ
れぞれのテーマごとにディスカッション
を行ったのですが、性別や学年によっ
て考え方が大きく違うことに驚きました。
「徳島でいつまでも住みたいか？」「自
分らしくいられる場所はどこか？」「結婚
や子育てについてどう考えるか」など
テーマも多岐にわたり、友人との考え方
の違いや共通点を確認するはじめて
の機会になりました。

　高校生が県政に関わる
ためには「選挙に参加する
しかない」と思っていました
が、このような意見交換の
場を設けていただいたこと
で「自分たちの声が届くか
もしれない」という希望を感
じることができました。
　より広い視野を育みながら
　今回のディスカッションでは「とくしま
こども未来会議」の委員の方とも意見
を交わさせていただきました。社会で多
くの経験を積んだ方々が、私たちと真
剣に向かい合ってくださったことで、自
分たちの視野を大きく広げることができ
たと感じています。

　地元を離れる若者が増える中、いろ
んな世代が地元の未来について意見
を述べ合うことは、とても大切なことだと
思います。私たちも、今回の経験を通じ
て徳島への期待感が高まったし、自分
たちにできることを考えるきっかけにもな
りました。
　「いつか帰ってきたい」「ずっと住み
続けたい」─。そんな徳島になっていく
ことを心から願っています。

多様な意見や価値観にふれて
　昨年6月に本校で開催された、県主
催のワークショップに参加しました。テー
マは「こどもの居場所」や「こどもの意
見表明」について。県がつくる重要な
施策に、私たち中学3年生の意見が活
かされると聞いた時は「すごい！」と胸
が高鳴りました。
　グループディスカッションで印象的
だったのは、自分とは異なる考えや意
見がたくさん挙がったことです。自分が
はっきりとした意見を持っていなかった

テーマについても、ワークショップ形式
で討論を深めていくうちに自分なりの考
えが浮かび、いろんな問いかけに対し
て新しい視点を持つことができました。
　また、県の方が話を聴きに来てくれた
ことで「大人が自分たちの意見をしっか
り受け止めてくれている」と実感できた
ことも嬉しかったです。

こどもも大人も幸せな社会に
　今後、自分たちが関わった「徳島県
こども計画」が進められることで、若い
世代だけではなく、その親の世代も幸

せになればいいなと思
います。徳島がもっと
活性化し、若者がわく
わくするような街になれ
ば、こどもの居場所づく
りや子育て環境も自然
と充実していくのでは
ないでしょうか。
　たくさんの方 と々向かい合い、自分の
気持ちを正直に伝えることができた今
回の経験は、ふるさとへの思いを深め
る機会にもなりました。将来、進学など
で徳島を離れることになっても、ふるさ
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彦さん（徳島文理大学 教授） 

こどもたちが県政に興味を持ち、
徳島への思いを深める出発点に。

それぞれを達成させることで、
「こどもまんなかとくしま」を実現していきます。
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陽さん （写真左より）

自分たちが徳島にできることを、
これからも考え続けたいです。
富岡東中学校3年   鎌
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帆さん （写真左より）

自分たちの声が届くかもしれない。
そんな期待感が芽生えました。

「とくしま こどもまんなか大作戦」は、こどもたちから募集した
「徳島県こども計画」の愛称です。今回のOUR徳島では、
それぞれの立場で本計画に関わった方々にお話を伺いました。

こどもの権利を
大切にします

こどもの権利を尊重しながら、こども・若
者の今とこれからにとって、最もよいこと
を一緒に考えます。

1

こどもの健やかな
育ちを支えます

安全・安心に過ごせる居場所づくりや、い
じめ防止、不登校、障がいのあるこどもた
ちへの支援などを進めます。

2

困難な環境にある
こどもを支援します

お金に困ることなく安定した生活を送れ
るよう、また、ヤングケアラーなどの困難
な環境にあるこどもたちを支援します。

3

社会的養育を
推進します

児童虐待の防止や、家庭にいられないこ
どもたちが、家庭に近い環境で、安心して
過ごすことができるように取り組みます。

4

結婚、妊娠・出産の
希望が叶う
環境をつくります

結婚や子育てをしたいと思う人の希望が
叶うよう社会全体で支えます。

5

子育て支援を
充実します

お金の負担や、仕事との両立に悩まずに、
地域でサポートを受けながら安心して子育
てができるよう、必要な支援を進めます。

6

徳島県こども計画

大人たちとの意見交換を通じて、未来への課題を共有しました。

ワークショップでは、フレッシュな声が多く集まりました。

1月28日、「とくしまこども未来会議」から後藤田知事へ「徳島県こども計画案」の答申書を提出しました。

とへの関心を持ち続けたいと思いま
す。そして自分たちが大人になった
時には、次の世代にこの経験を伝え
ていきたいです。

徳島県がこども施策を進めると
きに、大事にすることや必要なこ
とを書いています。これから徳島
県が行うこどものための取組は、

「徳島県こども計画」に沿って進
んでいきます。

詳しくはこちら


